
元
市
議

吉
松
千
草

第
17
回
“
あ
び
こ
平
和
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
”
が
８
月
23
日
、

９
時
～
19
時
、
我
孫
子
市

民
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
、
２

０
０
名
を
超
え
る
方
々
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
は
じ
め

に
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

に
参
加
さ
れ
た
４
名
の
方
か

ら
の
報
告
が
あ
り
、
毎
年
参

加
さ
れ
て
い
る
共
産
党
の
船

橋
優
市
議
も
報
告
し
ま
し

た
。日

本
政
府
の
核
兵
器
禁

止
条
約
署
名
・
批
准
を
！

（
核
兵
器
禁
止
条
約
賛
成

１
２
７
カ
国
、
世
界
の
３
分

の
２
以
上
の
賛
成
）

午
前

講
演
を
し
た

日
本
原
水
協

の
事
務
局
次

長
の
土
田
弥

生

さ
ん
は
、

ノ

ー

ベ
ル
平

和
賞
授
賞
式

へ
参
加
さ
れ
た

と
き
の
感
激

や
、
日
本
原

水

協

の
こ
れ

ま
で
の
活

動

に
つ
い
て
述
べ

ま
し
た
。
諸

外
国
の
方
々

か
ら
日
本
政

府
が
核
兵
器

禁
止
条
約
に
加
盟
す
る
こ

と
が
核
兵
器
廃
止
に
大
き

く
貢
献
す
る
と
言
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
、
講
演
し
た
日
本
平

和
委
員
会
事
務
局
長
千
坂

純
さ
ん
は
目
前
に
迫
り
つ
つ

あ
る
戦
争
の
危
機
に
つ
い
て
、

軍
備
の
拡
大
競
争
は
戦
争

を
招
く
こ
と
、
日
本
政
府
は

ト
ラ
ン
プ
政
権
に
追
随
し
軍

事
費
を
ど
ん
ど
ん
ふ
や
し
て

い
る
と
指
摘
。

戦
争
す
る
国
づ
く
り
に
ス

ト
ッ
プ
を
か
け
平
和
外
交
の

道
を
進
む
べ
き
と
強
調
。

会
場
内
に
は
あ
び
こ
の
平

和
へ
の
各
団
体
の
活
動
の
紹

介
な
ど
が
た
く
さ
ん
展
示

さ
れ
、
午
後
５
時
か
ら
は

「
山
の
郵
便
配
達
」
（
中
国

映
画
）
の
映
画
上
映
も
あ
り

ま
し
た
。
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け
や
き
の
風

最
近
大
変
気
に
か
か

る
数
字
が
多
い
▼
２
０

４
０
年
に
は
74
万
人
の

予
想
だ
っ
た
出
生
数
が
、

昨
年
は
70
万
人
を
割
り
６
８
、

６
万
人
▼
年
収
５
０
０
万
円

の
世
帯
（
夫
、
専
業
主
婦
、

子
二
人
）
の
手
取
り
、
こ
の

30
年
間
で
32
万
円
も
減
少
▼

消
費
税
が
導
入
さ
れ
た
と
き

法
人
税
が
40
％
だ
っ
た
の
が

消
費
税
値
上
げ
ご
と
に
引
き

下
げ
ら
れ
23
・
２
%
に
（
大

企
業
は
実
質
10
％
台
）
▼
法

人
税
引
き
下
げ
分
３
２
０
兆

円
の
財
源
は
消
費
税
税
収
分

か
ら
▼
安
倍
第
二
次
政
権
時

代
以
降
の
国
債
発
行
額
２
０

０
兆
円
超
、
大
企
業
の
内
部

留
保
２
０
０
兆
円
増
▼
株
の

売
買
収
入
へ
の
課
税
、
ア
メ

リ
カ
が
一
年
未
満
も
の
税
率

51
・
８
％
、
一
年
以
上
も
の

34
・
８
％
な
の
に
日
本
は
す

べ
て
20
・
３
％
と
い
う
株
主

天
国
▼
単
身
世
帯
で
貯
蓄
ゼ

ロ
、
20
代
61
％
、
・
・
50
代

43
％
、
60
代
37
％
（
こ
の
方

た
ち
は
年
収
も
少
な
い
の
で

将
来
、
生
活
保
護
の
受
給
者

予
備
軍
に
な
り
そ
う
（
「
日

本
再
生
の
た
め
の
プ
ラ
ン
Ｂ
」

（
集
英
社
新
書
）
）
▼
農
水

予
算
２
・
27
兆
円
の
４
倍
、

教
育
予
算
４
・
５
兆
円
の
２

倍
の
大
軍
拡
予
算
９
兆
円
。

こ
の
軍
拡
を
継
続
す
れ
ば
先

端
科
学
技
術
力
（
現
在
周
回

遅
れ
）
・
経
済
競
争
力
（
現

在
世
界
34
位
、
ア
ジ
ア
で
11

位
）
の
回
復
は
と
て
も
望
め

な
い
▼
軍
事
費
は
富
を
生
ま

な
い
！
軍
事
栄
え
て
国
滅
ぶ
」

そ
ん
な
道
を
日
本
は
進
ん
で

い
る
と
私
は
思
う
。
Ｓ
・
Ａ

街 路 樹

※
湖
北
台
後
援
会「
け
や
き
の
風
」の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
読
者
の
み
な
さ
ん
の
カ
ン
パ
で
発
行
し
て
い
ま
す

日本共産党湖北台

後援会連絡所

早川 7149-0322

小野里

080-5646-9147

鈴木 7139-3421

８
月
28
日
、
あ
び
こ
市
民

プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル
で
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
す
す
め
る

我
孫
子
の
会
主
催
の
シ
ン
ポ

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
約
50
人
。
パ
ネ
リ
ス
ト

は
千
葉
大
学
名
誉
教
授
古
在

豊
樹
氏
、
公
立
諏
訪
東
京
理

科
大
学
教
授
渡
邊
康
之
氏
、

そ
れ
に
急
遽
参
加
す
る
こ
と

と
な
っ
た
中
岡
ひ
ろ
子
氏
。

は
じ
め
に
渡
邊
氏
が
「
我

孫
子
と
私
、
千
葉
大
と
私
、

沼
と
湖
」
と
題
し
て
発
言
。

光
を
通
す
太
陽
光
パ
ネ
ル
、

青
い
太
陽
電
池
、
緑
の
太
陽

電
池
、
赤
の
太
陽
電
池
、
こ

れ
ら
は
エ
プ
ソ
ン
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
で
印
刷
で
き
る
こ
と
、
そ

の
色
の
特
性
に
合
っ
た
植
物

や
生
物
の
生
産
に
利
用
で
き

る
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
「
ソ
ー
ラ
ー
マ
ッ
チ

ン
グ
」
と
い
う
言
葉
を
覚
え

て
帰
っ
て
く
だ
さ
い
と
の
こ

と
で
し
た
。
山
梨
県
で
は
カ
ー

ボ
ン
フ
リ
ー
農
業
モ
デ
ル
事

業
で
ブ
ド
ウ
栽
培
に
ブ
ド
ウ

の
色
づ
き
が
良
く
な
っ
た
と

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
有
機
薄

膜
電
池
は
太
陽
光
を
通
す
の

で
反
対
側
か
ら
の
反
射
光
も

利
用
で
き
る
と
の
こ
と
で
し

た
。古

在
氏
は
話
し
の
あ
ら
す

じ
と
し
て
４
点
。
１
、
地
球

温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
お
よ
び

土
壌
に
施
用
し
た
肥
料
の
吸

収
率
２
、
食
料
・
環
境
・
資

源
・
健
康
の
地
球
規
模
的
／

地
域
的
４
す
く
み
問
題
と
そ

の
背
景
３
、
植
物
工
場
（
人

工
光
型
）
に
よ
る
４
す
く
み

問
題
の
同
時
並
行
的
解
決
へ

向
け
て
４
、
２
０
５
０
年
頃
、

植
物
工
場
は
４
す
く
み
問
題

の
解
決
に
ど
の
よ
う
に
貢
献

し
て
い
る
の
か
、
と
い

う
も
の
で
し
た
。
４
す

く
み
と
は
①
食
料
、
農

業
②
環
境
、
生
態
系
③

社
会
、
経
済
、
生
活
④

非
生
物
系
資
源
の
不
足

と
偏
在
の
こ
と
だ
そ
う

で
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
の

デ
ー
タ
ー
が
話
し
の
内

容
と
別
な
も
の
だ
っ
た

た
め
、
話
が
う
ま
く
い

か
な
か
っ
た
よ
う
で
し

た
。
印
象
に
残
っ
た
の

は
屋
外
で
施
用
さ
れ
る
農
業

用
の
チ
ッ
ソ
肥
料
な
ど
の
吸

収
率
は
40
％
で
後
は
河
川
な

ど
に
流
出
す
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

中
岡
氏
は
柏
市
の
柏
の
葉

キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
住
む
だ
け

で
健
康
に
な
る
ま
ち
づ
く
り
」

の
研
究
を
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
大
麻

取
締
法
が
改
正
さ
れ
て
植
物

工
場
で
つ
く
る
の
が
良
い
と

さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
印

象
に
残
り
ま
し
た
。
司
会
者

が
ま
と
め
を
行
な
っ
た
後
、

フ
ロ
ア
か
ら
３
人
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。
全
体
と
し
て
、

も
っ
と
地
域
の
農
業
と
の
関

わ
り
な
ど
を
深
め
る
内
容
だ
っ

た
ら
と
感
じ
ま
し
た
。

（
Ｔ
・
Ｏ
）

核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
へ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
新
し
い
農
業
が
生
み
出
す
近
未

来
を
語
る
」
を
聞
い
て

日本原水協の事務局次長の土田弥生さんの講演

平
和
フ
ェ
ス
テ
バ
ル

（
我
孫
子
市
後
援
）

２
０
０
名
超
で
開
催

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
授
賞

式
の
感
激
や
、
日
本
原

水
協
活
動
を
述
べ
る

目
前
に
迫
り
つ
つ
あ
る

戦
争
、
軍
備
の
拡
大
競

争
は
戦
争
を
招
く

平
和
外
交
が

戦
争
ス
ト
ッ
プ
へ
の
道

会
場
内
に
あ
び
こ
の
各

団
体
活
動
も
展
示

「
ソ
ー
ラ
ー
マ
ッ
チ
ン
グ
」

と
い
う
言
葉
を
覚
え
て

植
物
工
場
は
４
す
く
み

問
題
の
解
決
に
貢
献

「
住
む
だ
け
で
健
康
に
な

る
ま
ち
づ
く
り
」
の
研
究
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来
し
方
を
纏
め
ん
と
す
れ
ば
苦
々
し

ま
と悔

い
と
惑
い
が
犇
め
く
ば
か
り

ひ
し

七
丁
目

山
野

美
津

リ
ベ
ラ
ル
も
多
様
性
も
排
除
す
る

歴
史
も
ど
す
や
「
女
神
像
」
も
つ
国

五
丁
目

鈴
木

明

間
遠
な
る
花
火
の
灯
り
夜
の
間

三
丁
目

松
永
美
穂
子

指
の
背
に
つ
か
ま
る
セ
ミ
を
逃
が
す
朝

七
丁
目

山
里

歩

聞
こ
え
だ
け
は
良
い
「
技
能
実
習
生
」

五
丁
目

一
言
有
三

８
月
21
日
早
朝
ラ
ジ
オ

を
聞
い
て
い
る
と
、
埼
玉

の
自
然
史
博
物
館
を
訪
ね

た
人
が
話
を
し
て
い
ま
し

た
。
長
瀞
駅
か
ら
徒
歩
１

５
分
ほ
ど
で
行
け
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
長
瀞
は

国
指
定
名
勝
・
天
然
記
念

物
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
長
瀞
は
地
球
の
窓
」
な

ど
の
話
し
に
興
味
を
持
ち
、

朝
食
後
、
湖
北
駅
９
時
26

分
発
の
電
車
に
乗
る
こ
と

に
。
昼
頃
に
は
現
地
に
着

く
予
定
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
と
ん
だ
手
違
い
で
到

着
時
間
が
約
１
時
間
半
遅

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

暑
い
日
で
し
た
が
、
長
瀞

は
若
い
人
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
自
然
史
博
物
館

と
聞
い
て
き
た
の
で
す
が
、

現
在
は
「
自
然
の
博
物
館
」

で
す
（
写
真
）
。
夏
休
み

中
の
た
め
親
子
連
れ
が
目

立
ち
ま
し
た
。
明
治
11
年

（
１
８
７
８
）
の
東
大
教

授
ナ
ウ
マ
ン
来
訪
を
皮
切

り
に
、
多
く
の
地
質
学
者

や
学
生
が
調
査
に
訪
れ
た

こ
と
か
ら
、
秩
父
・
長
瀞

地
域
は
「
日
本
地
質
学
発

祥
の
地
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
大
正
10
年
（
１
９

２
１
）
当
館
の
前
身
で
あ

る
「
秩
父
鑛
物
植
物
標
本

陳
列
所
」
が
誕
生

し
て
か
ら
、…

名

勝
・
天
然
記
念
物

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施

設
と
し
て
、
ま
た

地
域
の
自
然
学
習

や
自
然
史
研
究
の

拠
点
と
し
て
役
割

を
果
た
し
続
け
て

い
る
（
紹
介
パ
ン

フ
）
よ
う
に
館
内

に
は
岩
石
や
化
石

な
ど
が
多
数
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
荒
川
の
流

れ
が
作
り
出
し
た
峡
谷
が

４
㎞
続
き
、
畳
２
万
枚
分

と
い
わ
れ
る
岩
畳
の
散
策

も
お
す
す
め
で
す
。
（
里
）

文
芸
欄

※
寄
稿
・
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

短

歌

俳

句

川

柳

埼
玉
県
立
自
然
の
博
物
館
を
訪
ね
て

(https://jcp-a
biko.com/ )

我孫子市議団
ホームページ

※
法
律
相
談
（相
談
無
料
）・岩
井
事
務
所
に
て
毎
月
第
４
木
曜
日
（２
時
～
４
時
）開
催
し
て
い
ま
す
（事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）０
４
７
・１
８
８
・２
１
４
１

政治革新の道しるべ、
真実をつたえ希望をはこぶ新聞です

日刊紙●月 ３４９７円
日曜版●月 ９９０円
※こちらから申し込めます
日本共産党本部QRコード→

報
道
各
社
が
８
月

25
日
報
じ
た
世
論
調

査
で
は
、
消
費
税
や

日
米
関
税
交
渉
、
コ

メ
問
題
な
ど
を
巡
る

政
府
の
対
応
に
批
判

的
な
回
答
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。

共
同
通
信
の
調
査

で
は
、
参
議
院
選
で

野
党
が
掲
げ
た
消
費

税
減
税
を
石
破
政
権

は「
受
け
入
れ
る
べ
き

だ
」
と
の
回
答
が
61
・

５
％
に
上
り
ま
し
た
。

「
産
経
」
と
Ｆ
Ｎ
Ｎ
の
合

同
調
査
で
は
、「
今
の

税
率
を
維
持
」
が
23
・

９
％
に
と
ど
ま
っ
た
の

に
対
し
、「
す
べ
て
の
消

費
税
率
５
％
」
は
32
・

７
％
で
、「
食
料
品
の

税
率
ゼ
ロ
」「
消
費
税

廃
止
」
と
合
わ
せ
る
と

74
・
８
％
に
上
り
減
税

や
廃
止
を
求
め
る
声

が
圧
倒
的
多
数
を
占

め
ま
し
た
。

日
米
関
税
交
渉
で

の
石
破
政
権
の
対
応

を「
評
価
し
な
い
」
と
の

回
答
が「
読
売
」
で
48

％
、「
毎
日
」
で
45
％
、

共
同
で
58
・
７
％
と
な

り
、「
産
経
」
・
Ｆ
Ｎ
Ｎ

合
同
調
査
で
は「
あ
ま

り
評
価
せ
ず
」「
全
く

評
価
せ
ず
」
が
合
わ
せ

て
52
・
９
％
に
上
り
、

い
ず
れ
も
多
数
と
な

り
ま
し
た
。

コ
メ
問
題
に
つ
い
て

は
、
石
破
政
権
が「
減

反
」
政
策
を
や
め
、
増

産
に
か
じ
を
切
る
方

針
を
示
し
た
こ
と
に
つ

い
て
、「
読
売
」
で
は

「
賛
成
」
が
86
％
、「
毎

日
」
で
は「
評
価
す
る
」

が
63
％
、「
産
経
」
・
Ｆ

Ｎ
Ｎ
で
は「
支
持
す
る
」

が
82

％
に
上
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
自
民
党

農
政
が
推
進
し
て
き

た
「
減
反
」
政
策
へ
の

批
判
の
表
わ
れ
で
す
。

（
Ｈ
・
Ｈ
）

消
費
税
「
減
税
」
「
廃
止
」
７
割

関
税
交
渉
「
評
価
せ
ず
」
多
数

湖
北
台
中
央
公
園
ト
イ
レ
外
壁
塗
装
さ

れ
る
。
８
月
下
旬
、
ト
イ
レ
の
建
物
の

外
壁
塗
装
が
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

連
合
自
治
会
や
市
長
と
の
ふ
れ
あ
い
懇

談
会
な
ど
で
二
回
要
望
が
出
さ
れ
、
岩

井
議
員
な
ど
に
も
要
請
し
て
い
た
も
の

で
す
。
た
だ
し
、
中
の
和
式
ト
イ
レ
は

従
来
の
ま
ま
で
す
。

湖
北
台
中
央
公
園
の
松
の
木
が
松

く
い
虫
な
ど
の
被
害
に
、
松
く
い

虫
な
ど
害
虫
の
く
ん
蒸
し
作
業
中

の
被
覆
シ
ー
ト
で
す
。

９
月
５
日
、
台
風
15
号
の
雨
で

湖
北
台
４
丁
目
と
５
丁
目
間
の
崖

が
崩
れ
５
丁
目
側
に
流
れ
出
し
ま

し
た
。
身
近
な
場
所
で
の
被
災
に

驚
き
ま
し
た
。

声の欄


